
新潟の食品産業や農業・漁業及び関連産業の課題解決と、将来さらに大きく発展するためのアイデアや、
持続可能な産業となるための提案、新潟の食料産業の未来に大きな可能性を広げるような斬新な発想に
よる提言を募集します。

新潟の食品産業や農業・漁業及び関連産業の課題解決と、将来さらに大きく発展するためのアイデアや、
持続可能な産業となるための提案、新潟の食料産業の未来に大きな可能性を広げるような斬新な発想に
よる提言を募集します。

「にいがた食と農の未来」
学生ビジョンコンテスト

「にいがた食と農の未来」
学生ビジョンコンテスト

エントリー締切  ����年 �月�日（金） 　　決勝大会  ��月�日（土）

＊お問い合わせ＊
　公益財団法人  食の新潟国際賞財団 事務局　　〒950－8063  新潟市中央区古町通 7番町 1010番地   新潟市ふるまち庁舎 6階
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：info@niigata-award.jp　　電話：025－201－8901
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　URL：https://www.niigata-award.jp/

主催　公益財団法人  食の新潟国際賞財団
後援　農林水産省北陸農政局、新潟県、新潟市、（公財）古泉財団、JAグループ新潟、新潟日報社、BSN新潟放送、NST新潟総合テレビ、
　　　TeNYテレビ新潟、UX新潟テレビ21、FM新潟77.5
協賛　亀田製菓株式会社、株式会社ブルボン、一正蒲鉾株式会社、サトウ食品株式会社

＊募集テーマ＊　 基本的に自由テーマです（詳細は右側QRコードの応募要項をご覧下さい）。

＊参加資格＊　　新潟県内の大学、大学院、短期大学、専門学校、農業大学校、高等専門学校（4年生以上）の学生で、
  　 グループ（2人以上）での参加とする。

＊参 加 費＊　　無料

＊表　　彰＊　　グランプリ　　1点　賞状、トロフィー、副賞 10万円
　　　　　　　　準グランプリ　　2点　賞状、トロフィー、副賞   5万円
　　　　　　　　特 別 賞　　　数点　賞状、副賞  2万円
　　　　　　　　協賛社賞　　　数点　賞状、副賞  2万円 　  ※各賞該当作品無しの場合もあります。

＊決勝大会までの流れ＊

参加登録はこちら
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＊お問い合わせ＊
　公益財団法人  食の新潟国際賞財団 事務局　　〒950－8063  新潟市中央区古町通 7番町 1010番地   新潟市ふるまち庁舎 6階
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：info@niigata-award.jp　　電話：025－201－8901
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　URL：https://www.niigata-award.jp/

１．開催目的：　食品産業や農業・水産業等の食料産業は、新潟の産業の重要な地位を占めています。その食料産業は新製品開発やマー 
  ケットの拡大、販売方法の変化、健康増進等、様々な可能性を抱えています。また、フードテック、アグリテック等により大 
  きな改革を迎えています。さらに、フードロスやフードバンク等の社会問題も発生しています。農業・水産業の後継者問題 
  や新しい産品の育成や消費拡大、資源保護など多くの課題を抱え、可能性を模索しています。
  こうした状況の中で、新潟の大学や専門学校等に在学する学生から、広く未来への課題解決や新たな提案を募集し、食と 
  農の未来の可能性を広げ、人材育成に貢献したいとの目的で、企画・実施いたします。

２．募集課題：　テーマは自由ですが、新潟の食品産業や農業・水産業及び関連産業の課題解決と、将来さらに大きく発展し持続可能な 
  産業となるための革新的、創造的な未来ビジョンや提言をお願いいたします。新潟の食料産業の未来に大きな可能性を広 
  げるような発想、提言を募集します。

３．参加資格：　新潟県内の大学、大学院、短期大学、専門学校、農業大学校、高等専門学校（4年生以上）の学生で、グループでの参加とする。

４．作品（ビジョン）提出締切：　2022年9月20日（金）

５．決勝大会：　2022年11月5日（土）　開志専門職大学（新潟市中央区）

６．審査方法：　①  第一次審査  →  書類選考 ②  決勝大会  →  プレゼンテーション方式

７．参加費：　コンテストへの参加、決勝大会への入場ともに無料

８．主催者：　公益財団法人　食の新潟国際賞財団

 【食の新潟国際賞とは】
　　　　　　　新潟市は水と土との壮絶な戦いによって全国有数の農業と食品製造の拠点都市となりました。
　　　　　　　現在の「食の新潟」を築いた先人の情熱を次世代に継承し、新潟の発信と食の分野で世界に貢
　　　　　　　献する事業を行うため、産官学民の有志により2009年に「食の新潟国際賞財団」を設立しまし 
　　　 　　　た。財団では、中国黒竜江省の三江平原の農業開発プロジェクトに尽力した故佐野藤三郎氏の
 　　　偉業を讃え、その名前を冠し、世界において食と農業分野での問題解決と発展に貢献した人
 　　　（団体）を顕彰する佐野藤三郎記念「食の新潟国際賞」を創設し、隔年で表彰を行っております。
 　　　本年11月29日（火）に第7回食の新潟国際賞表彰式を開催する予定です。

 【食の新潟国際賞（概要）】
 　　　（１）　大賞（グランプリ）　1件　賞状、正賞、副賞（1，000万円）
  研究や活動が世界的に高く評価をされ、世界の食の課題の解決に多大な貢献をするもの。

 　　　（２）　佐野藤三郎特別賞　1件　賞状、正賞、副賞（100万円）
  世界や地域において国際協力・支援活動や研究で顕著な実績をあげたもの。

 　　　（３）　２１世紀希望賞　　1件　賞状、正賞、副賞（100万円）
  将来的に世界貢献への可能性と実現性を有する研究や実践活動であり、
  今後の発展と成果が十分に期待できるもの。

 　　　（４）　地域未来賞　　　　1件　賞状、正賞、副賞（100万円）
  新潟県内における活動や研究が高く評価され、地域の活性化と発展に大きく貢献するもの。

正賞「シュプリンゲン」
宮田亮平 氏　作


